















































































































































た検査項目の内訳は、腎機能 80件、K 8件、PT-INR 4件、Ca 4件、CPK 2件、肝機
能1件であり、腎機能に関するものが圧倒的に多い結果となった。また、副作用の早
期発見に繋がる事例も見受けられた。【考察】腎機能により投与量の調節が必要な薬剤
は、根拠に基づく疑義照会が可能となっている。一方で、疑義照会により処方変更に
至らなかった背景には、患者情報や処方意図などの保険薬局側の情報不足が原因と考
えられる。今後も、継続的な地域連携が必要であり、薬剤部が保険薬局と医師との間で、
患者情報の共有や保険薬局における検査値表記の現状を把握することが重要である。
将来的には、地域による電子カルテの閲覧など情報の共有化を実現することで、医療
安全の更なる向上を目指したい。
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近年、糖尿病や重症下肢虚血(CLI)に伴った足の難治性潰瘍、壊疽が増加しており、足
の大切断に至る症例もあり問題になっている。そこで当院では2015年8月から足の
創傷治療に対する地域の医療機関や院内の連携を強めるため、下肢閉塞性動脈硬化
症(PAD)外来を開設し診療を行っている。今回、2016年1月から12月までの1年間に
PAD外来に初診で紹介された患者160例を対象として、患者背景や転帰について調査
した。院内だけでなく院外の46施設から紹介があり、うちわけとしては院内紹介が56
例(35%)で、その他は地域の病院・診療所からの紹介であった。院内の紹介元の科は、
糖尿病内科が23%、皮膚科が21%、透析科が14%で、最近では整形外科の先生からも
ABI施行後に紹介となるケースも増えてきている。また院外からの紹介はほとんどが
内科からの紹介であった。患者背景として平均年齢は74歳、糖尿病患者が48%、透析
も27%と高い割合であった。また血管内治療(EVT)の既往がある患者が47%、初診時
に足に傷がある患者は28%に認めた。診断としては、PADが36%、CLIが23%と6割
近い患者が、初診時に足の動脈硬化性疾患と診断された。その他、CLI以外の足潰瘍
の患者も15例(9%)認めた。足に傷がある患者44例のその後の経過では、傷が治癒した
患者は23例(52%)、傷が残存し治療中の患者が9例(20%)であった。傷のある患者が大
切断になったのは4例(9%)で、そのうち3例は初診時に足壊疽がかなり進行しており、
すでに救肢困難な状態であった。今後も救肢のためCLIの早期発見、適切な治療を進
めていけるように地域の医療機関との連携をしっかり行っていきたいと考えている。
